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Osaka University
編
集
後
記
今
回
の
『
語
文
』
は
、
伊
井
春
樹
教
授
が
大
阪
大
学
在
職
二
十
年
の
勤
務
を
終
え
ら
れ
て
本
年
二
月
末
を
持
っ
て
定
年
退
官
さ
れ
る
、
そ
の
記
念
特
輯
号
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
伊
井
教
授
は
阪
大
に
着
任
後
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
機
関
誌
『
詞
林
』
も
発
刊
す
る
な
ど
、
多
く
の
研
究
者
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
偶
然
と
は
い
え
、
こ
の
輯
の
執
筆
者
の
う
ち
の
五
人
ま
で
も
が
歴
代
の
助
手
で
あ
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
文
学
部
が
小
講
座
制
で
あ
っ
た
時
に
、
臨
時
増
募
の
関
連
で
、
阪
大
文
学
部
で
は
初
め
て
日
本
近
代
文
学
を
担
当
す
る
（国
文
学
講
座
の
二
人
目
の
）
助
教
授
と
し
て
信
多
純
一
先
生
・
伊
井
先
生
に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
信
多
先
生
が
退
官
さ
れ
て
す
で
に
久
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
、
伊
井
先
生
を
お
送
り
す
る
に
あ
た
っ
て
、
極
め
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
に
一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。な
お
、
伊
井
教
授
と
同
時
期
に
阪
大
に
着
任
さ
れ
た
後
藤
教
授
が
厳
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
ま
た
日
本
文
学
・
国
語
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
に
揺
ら
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
立
大
学
の
法
人
化
の
関
係
も
あ
っ
て
、
伊
井
教
授
の
後
任
を
直
ち
に
迎
え
ら
れ
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
は
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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